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△強気配 　○保合 ▼弱気配
長さ 末口径 昨　年

樹種 １本当 気　　配 摘　　要 同　期
m cm 高　　値 中　　値 単価 安　　値 中　値
2 20- 10,000 9,500 748 8,000 ○ 8,000
3 14 10,000 9,400 555 8,000 ○ 柱目3.5寸取り 11,000

16-18 9,500 8,900 774 7,000 ▼ 柱目４寸取り 10,000
す 20- 10,600 9,800 1,294 9,000 ○ 中目 11,000

4 5-10 250 230 - 200 ○ 本＠ 275
11-13 7,500 7,400 429 6,000 ○ 母屋取り 8,000

14 11,000 10,500 819 9,000 ○ 桁目3.5寸 11,500
16-18 12,750 9,300 1,079 9,000 ▼ 桁目　4寸 10,000
20-22 13,500 10,500 1,848 6,200 ○ 中目 10,500

ぎ 24-28 15,000 11,300 3,051 8,000 ○ 中目 11,000
30-34 16,500 11,900 4,879 8,000 ○ 二番玉節少 12,500
36- 17,500 - - - ○ 根玉選木 -

6 16-18 15,500 14,700 2,254 14,500 ○ 通し柱 13,500
20-22 14,500 14,700 3,498 14,500 ○ 通し柱 13,000

2 20- 25,000 9,200 1,486 4,000 ○ 12,000
3 14 9,000 8,700 513 7,000 ▼ 柱目3～3.5寸 14,000

ひ 16 16,000 13,800 1,201 11,000 ▼ 柱目3.5～4寸 18,000
18-22 16,000 13,300 1,756 11,000 ▼ 柱目４寸取り 14,500

4 4-7 - - - - - 本＠ -
8-12 300 277 - 250 ○ 本＠ 300
13 8,000 6,300 365 6,000 ▼ 3寸取り 10,890
14 15,000 13,000 1,014 12,200 ▼ 土台目3.5寸 14,800

の 16 17,000 13,500 1,566 13,000 ▼ 土台目3.5～４寸 18,000
18-22 18,000 13,900 2,446 13,000 ▼ 中目縁甲取り 18,500
24-28 20,000 14,800 3,996 13,000 ▼ 中目 18,000
30-34 26,000 18,700 7,667 13,000 ○ 二番玉節少 25,000
30- 51,700 30,000 12,300 - ○ 根玉選木 -

き 6 14 18,000 16,400 6,724 15,000 ▼ 通し柱３．５寸 21,000
16-18 32,000 29,400 5,704 20,000 ○ 通し柱　４寸 27,000
20-22 30,000 27,800 8,062 23,000 ○ 通し柱　 28,500

7 16-18 - - - - - 30,000
ま  4.0- 22-26 - - - - - -
つ -6 28-32 - - - - - -

7月4日 土場在庫 31台

《今回市の 落札状況》
樹種 出品（ｍ3） 落札（ｍ3） 落札率
スギ 694 450 64.8%
ヒノキ 941 679 72.2%
その他 62 62 100.0%

計 1,697 1,191 70.2%
《つ ち情報》

　『つ ち』とは、暦の上で木を伐るに不適な日を言います。

　特に優良材の根放しには、この日を避けてください。

　玉伐りはかまいません。

県森連ホームページ　　　http://www.s-kenmori.net/ 次回の 『つ ち』　7月8日（日）～7月14日（土）

平成24年7月5日

落　　　札　　　価　　　格

《 何処まで続く？》
７月に入り製品荷動きが多少出てきたのかなとの情
報もあり、微かな期待をもって臨んだ入札会であった
が、結果は散々たるものであった。
スギ柱、桁角は9,000円/㎥、ヒノキ柱、土台、中目は
13,000円/㎥が標準相場となってしまい、前回市より
も1,000円/㎥下げた。また、応札があればいい方で、
ヒノキ１４ｃｍ下の小径木、１６ｃｍ上であっても、虫害
の恐れがある材についてはスギ、ヒノキとも全く買う
気配が見られない。
三重県では優良材の入荷が少なく、元玉においては
強気配で動き出しているとの情報もあるが、一般材
における相場は底が見えない状況にあり、何処まで
下がってしまうのか皆目検討がつかない。


